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新潟 医療福祉大学におけるアス リー トへのアス

レティック リハ ビリテー ションサポー ト状況に

ついて

新潟医療福祉大学健康スポーツ学科 ・永野康治

新潟医療福祉大学理学療法学科 ・佐藤成登志

新潟医療福祉大学理学療法学科 ・亀尾 徹

新潟医療福祉大学健康スポーツ学科 ・柵木聖也

新潟 リハビリテーション大学医療学部 ・粟生田博子

新潟医療福祉大学理学療法学科 ・江玉睦明

【背 景 】

新 潟 医療福 祉 大学 にお い ては,平 成21年 よ りアス リー トサ

ポー トプ ロジ ェク トセ ンター が 立 ち上が り,健 康 ス ポー ツ学

科,理 学 療法 学 科 の教員 が 中心 とな り学 内ア ス リー トのサ ポ

ー トを行 っ て きた .そ の活動 の一 環 と して,ト レーニ ングセ

ンター 内の コ ンデ ィシ ョニ ン グエ リア にお ける アス レテ ィ ッ

ク リハ ビ リテー シ ョン指 導 を行 った.そ こで本 研 究で は,新

潟 医療福 祉 大学 にお け るア ス リー トサポ ー トの現 状 を明 らか

に し,ア ス リー トの外 傷 ・障害 の傾 向や アス レテ ィ ック リハ

ビ リテー シ ョンの必 要性 を検討 す るこ とを 目的 と した.

【方 法 】

2012年4月 か ら2014年3月 まで(2012年 度 お よび2013年

度)に 新 潟 医療福 祉 大 学 コ ンデ ィ シ ョニ ン グエ リア に ア ス レ

テ ィ ック リハ ビ リテ ー シ ョン を 目的 と して強化 指 定部 活 の来

室者 を対 象 と した.コ ンデ ィシ ョニ ン グエ リア の利 用者 記 録

を元 に下記項 目の集計 を行 った.

・年 間総利 用者 数(総 数 ,男 女別)

・競技 別利 用者 数

・部位 別件 数(2013年 度 の み)

・競技 別部 位別 件数(2013年 度 のみ)

尚,利 用者 数 の集 計 はすべ て延 べ利 用者 数 と した.部 位 別

件数 の集 計 は,対 応部位 を肩,肘,手,股,大 腿,膝,下 腿,

足,腰,そ の他 の 中か ら選択 して記録 した.1回 の来 室 に付

き2カ 所以 上 のア ス レテ ィ ック リハ ビ リテー シ ョンを行 った

場合 には,対 応部 位 を複数 選択 した.

【結果】

年間総利用者数はいずれの年も1000件 前後の利用者数が

あり,2013年 度は女性の利用者数が特に多かった.競 技別利

用者比率を図1に 示 した.い ずれの年も女子バスケットの利

用者が最も多かった.水 泳部はいずれの年も利用者が少ない

傾向であった.2013年 度からは女子バレーボール,野 球,ダ

ンスの各競技が強化指定されたため,利 用者がみられるよう

になった.特 に女子バレーボールの利用者数が多かった.部

位別比率を図2に 示 した.膝 が最も多く,続 いて足,腰,肩

の件数が多かった.陸 上では男女とも大腿部の件数が他競技

に比較 して多い傾向であった.ま た,陸 上女子では男子に比

較して腰の件数が多かった.バ スケットボールでは男子にお

いて足の件数が,女 子において膝の件数が多かった.サ ッカ

ーでは男女とも足の件数が多かった.女 子サッカーでは腰の

件数も多かった.女 子バレーボールでは膝,足 の件数が多か

った.

【考察】

本調査については,大 学規模に対して利用者の数は多いと

言え,サ ポー ト活動が有効に活用されていたと考えられる.

また,女 性アスリー トの利用者が多かったことも本調査にお

ける特徴であった.こ れは各大学におけるスポーツ活動を反

映していると考えられ,本 結果は女性スポーツが盛んに行わ

れていることを裏付けるものだと考えられる.競 技別の利用

者数をみると,本 調査ではバスケットボールが最も多く,続

いて陸上,サ ッカー,バ レーボールの順であった.こ れも大

学において強化 されている競技によって変化すると考えられ

た.競 技別の部位別対応件数からは,各 競技における外傷 ・

障害の特徴をみることができ,各 競技の競技特性が部位別の

対応件数にも反映されたと考えられた.

【結論】

本調査により大学アスリー トに対するサポー ト活動の必要

性が示された.特 に対象としては女性アス リー ト,部 位とし

ては膝,足 を中心とした下肢への対応が必要であることが明

らかとなった.
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